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参考資料



参考　災害リスクの確認

■洪水浸水想定区域【賀茂川水系　計画規模（100年に1回程度）】
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出典）洪水ポータルひろしま



参考　災害リスクの確認

■洪水浸水想定区域【賀茂川水系　想定最大規模（1000年に1回程度）】
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出典）洪水ポータルひろしま



■洪水浸水想定区域【賀茂川水系　浸水継続時間（浸水深が0.5ｍ以上継続する時間）】

参考　災害リスクの確認 16

出典）洪水ポータルひろしま



■洪水浸水想定区域【本川流域水害対策計画　都市水浸想定】

参考　災害リスクの確認 17

出典）市提供データ



■洪水浸水想定区域【本川流域水害対策計画　ハード整備実施後】

参考　災害リスクの確認 18

出典）市提供データ



■高潮浸水想定区域【想定最大規模】

参考　災害リスクの確認 19

出典）高潮・津波災害ポータル



■高潮浸水想定区域【３０年確率】

参考　災害リスクの確認 20

出典）高潮・津波災害ポータル



■津波浸水想定区域

参考　災害リスクの確認 21

出典）高潮・津波災害ポータル



■津波災害警戒区域

参考　災害リスクの確認 22

出典）高潮・津波災害ポータル



■家屋倒壊等氾濫想定区域

参考　災害リスクの確認 23

出典）竹原市提供データ



■土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）、土砂災害警戒区域（イエローゾーン）

参考　災害リスクの確認 24

出典）土砂災害ポータルひろしま



■急傾斜地崩壊危険個所

参考　災害リスクの確認 25

出典）国土数値情報



■大規模盛土造成地

参考　災害リスクの確認 26

出典）竹原市提供データ



参考　居住誘導区域　都市機能誘導区域 27



居住誘導区域に含まれる
土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域

■忠海地区において居住誘導区域の見直しが必要な区域

参考　忠海地区における居住誘導区域の再検討 28

出典）土砂災害ポータルひろしま

:



参考　３ページの拡大資料① 29

出典）国勢調査（R2）
国立社会保障人口問題研究所（R4）

〇年齢別人口の推移

出典）国勢調査（R2）
国立社会保障人口問題研究所（R4）

〇全人口のうち年少人口の推移



参考　３ページの拡大資料② 30
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■竹原中心市街地まちづくりビジョン

町並み保存地区周辺エリア・JR竹原駅周辺エリア・竹原市役
所周辺エリア・新開地区周辺エリアの特色ある４つのエリア
で、都市全体のあり方を具体的にデザイン
コンパクトシティ、ウォーカブルなど継続的な取り組みを進
めるとともに、各エリアの回遊性を高めていくことや郊外部
から中心市街地へのアクセス性を高めることが重要

参考　本市のまちづくりの状況

■竹原市複合施設整備基本計画

竹原中心市街地まちづくりビジョンで検討した都市デザイン
を踏まえ、日常的に利用される施設、まちへの波及効果が高
い施設、持続的に維持される複合施設としていくことが重要
な視点
複合施設には図書館・市民ホール・子育て支援などの公共的
機能と民間機能も導入する予定としており、各種機能を複合
化するメリットを最大限発揮できる施設のレイアウト、居心
地の良さを感じる建築デザインが重要

出典）竹原市資料

31

現在本市では、庁舎移転を契機として、老朽化した公共施設の再配置を進め、市役所等の跡地に魅力ある複合施設（図書館・市民ホー
ル・子育て支援等）を整備するため、中心市街地将来像を描いた竹原市中心市街地まちづくりビジョンと竹原市複合施設整備基本計画を策
定している。

■スケジュール 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年 令和９年 令和１０年 令和１１年

まちづくりビジョン検討

複合施設整備基本計画

複合施設整備

機能・施設規模・敷地・デザインコンセプト

設計・工事（DB）
供用開始

まちづくりビジョン検討は、令和5年から
令和6年にかけて検討を行う予定である。
複合施設整備基本計画は、「機能・施設規
模・敷地・デザインコンセプト」を踏まえ
て令和6年度の完成を予定している。

出典）竹原市資料

調査目的

『中心市街地』の各エリアについて、【まちづくりの方向性】
や【過ごし方のイメージ】を把握するため実施
配布数/回収数

配布数：2,000部/回収数：600部
       （郵送：522部、WEB回収：78部）【回収率30.0％】
その他中学生へのアンケート調査も実施

第1回　中心市街地の将来像を考えよう！

第2回　中心市街地地区の過ごし方を具体化しよう！

第3回　複合施設のコンセプトの考えよう！

・市民アンケート

・市民ワークショップ


